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【 編集後記 】

委員長　野　田　俊　治
委　員　石　黒　　　武　　板　摺　康　宏　　入　山　恭　彦　　木　村　利　光　
　　　　紅　林　　　豊　　冷　水　孝　夫　　清　水　哲　也　　新　貝　　　元
　　　　高　橋　　　元　　竹　園　嘉　識　　立　花　一　人　　内　藤　浩　樹
　　　　西　村　　　司　　野　口　裕　明　　秦　野　敦　臣　　堀　江　　　均
　　　　松　淵　周　二　　宮　嶋　孝　士　　森　　　義　昭

電 気 製 鋼 編 集 委 員 会

折りしも，本巻の執筆を関係者へお願いした時期が，今までに経験のない大変な波乱の時期と重なってしまいまし

た．2008 年 9 月のリーマンショックを発端にして世界的金融危機が拡大し，不透明な先行きの中で，当社のみならず

産業界全体が 2009 年度計画を大幅に見なおさねばならない状況下でした．そうした嵐の中，多大なご協力をいただい

た執筆者とその関係者の皆様には，心よりお礼を申し上げます．

2009 年に入り景気の底打ちは見え始めたものの，復調にはまだ時間を要する状態ですが，そんな不況下でも異彩を

放っているのが，環境ビジネスです．HEV などの環境対応車の売れ行きは好調であり，太陽光発電などエコエネルギー

への注目も高まる一方です．環境保全活動への貢献に社会的ステータスを認める風潮が確実に根付きつつあり，今後

もビジネスの牽引役となることは，誰もが信じて疑わないでしょう．

今回の製鋼・環境活動特集では，そういった背景を踏まえ，特に環境活動を全面に多く取り上げさせていただきま

した．集光式太陽光発電は，あいち臨空新エネルギー実証研究エリアで実証試験を始めた最新技術であり，非常に注

目度の高い記事です．また，ゼロエミッション達成の観点からリサイクル技術も無くてはならない技術です．最新の

製鋼工場で活用されているリサイクル関連記事を 4 件紹介しております．また，世界製鋼会議や日独セミナーにおい

ても，環境技術の開発が強く促されていることが感じ取れました．

次回の製鋼・環境活動特集を発行する頃には，経済情勢や技術指向は，大幅に変わっているかもしれません．自動

車の駆動方式が，ガソリンエンジンから電気自動車へ変遷していくのに伴い，もしかしたら当社のビジネスも大きく

形を変えつつあるかもしれませんが，次の製鋼・環境活動の特集号では，さらに進化した技術を皆様へご紹介できる

と信じております．

（編集責任者：鈴木寿穂）
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